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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエチレンを含む表面を有する繊維を含有する不織布材料であって、前記繊維は、単
成分繊維、二成分繊維またはそれらの混合物からなるグループから選択され、前記不織布
材料は、該材料が単成分繊維を含んでいるときには、０．０２１４（ＢＷ）＋０．２７１
４ｍｇ／ｃｍ2に等しいかそれ未満のけば／摩耗を有し、また、前記不織布材料は、該材
料が二成分繊維から構成されているときには、０．００７１（ＢＷ）＋０．４０７１ｍｇ
／ｃｍ2に等しいかそれ未満のけば／摩耗を有し、
　前記繊維は０．１デニールから５０デニールであり、前記繊維はポリマーブレンドを含
み、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．ポリマーブレンドの重量の２６重量パーセントから８０重量パーセントまでの第一
ポリマーであって、前記第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポリマ
ーであり、前記インターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．９１５グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
　ｉｉｉ．３０パーセントより大きいＳＣＢＤＩ（短鎖分岐分布指数）またはＣＤＢＩ（
組成分布分岐指数）；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．７４重量パーセントから２０重量パーセントまでの第二ポリマーであって、前記第
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二ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーで
あり、前記ホモポリマーまたはインターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含み、前記ポリマーブレンドの全体的なメルトインデックスが１８グラム／１０分より
も大きい、不織布材料。
【請求項２】
　前記材料は単成分繊維を含み、０．０２１４（ＢＷ）＋０．０７１４ｍｇ／ｃｍ2に等
しいかそれ未満のけば／摩耗を有する、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項３】
　前記材料は二成分繊維から構成されており、０．０１４３（ＢＷ）＋０．１１４３に等
しいかそれ未満のけば／摩耗を有している、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項４】
　６０ＧＳＭ未満の坪量を更に有することを特徴とする、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項５】
　ＭＤにおける１０Ｎ／５ｃｍより大きい引張り強さを更に有することを特徴とする、請
求項１に記載の不織布材料。
【請求項６】
　２５パーセント未満の連結面積を更に有することを特徴とする、請求項１に記載の不織
布。
【請求項７】
　２０ＧＳＭから３０ＧＳＭまでの坪量を有する、請求項１に記載の不織布。
【請求項８】
　前記不織布はスパンボンド布地である、請求項１に記載の不織布。
【請求項９】
　繊維はスパンボンデッド繊維である、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項１０】
　前記第一ポリマーは１０ｇ／１０分より大きいメルトインデックスを有する、請求項１
に記載の不織布材料。
【請求項１１】
　前記第一ポリマーは０．９１５グラム／センチメートル3から０．９２５グラム／セン
チメートル3までの範囲の密度を有する、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項１２】
　前記第二ポリマーは前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０２グラム／センチ
メートル3大きい密度を有する、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項１３】
　前記材料は単成分繊維を含み、且つ、マシン方向における０．０２８６（ＢＷ）－０．
３７１４に等しいかそれ未満の曲げ剛性（ｍＮ・ｃｍ）を有し、前記不織布は２０－２７
ＧＳＭの範囲の坪量を有する、請求項１に記載の不織布材料。
【請求項１４】
　前記材料が０．０７１４（ＢＷ）－１．０７８６に等しいかそれ未満の曲げ剛性（ｍＮ
・ｃｍ）を有する、請求項１３に記載の不織布材料。
【請求項１５】
　０．１デニールから５０デニールまでの範囲の直径を有する繊維であって、前記繊維は
ポリマーブレンドを含み、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）２６重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、前記第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
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リマーであり、前記インターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．９１５グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
　ｉｉｉ．３０パーセントより大きいＳＣＢＤＩ（短鎖分岐分布指数）またはＣＤＢＩ（
組成分布分岐指数）；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．７４重量パーセントから２０重量パーセントまでの第二ポリマーであって、前記第
二ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーで
あり、前記ホモポリマーまたはインターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含み、前記ポリマーブレンドの全体的なメルトインデックスが１８グラム／１０分より
も大きい、繊維。
【請求項１６】
　０．１デニールから５０デニールまでの範囲の直径を有する繊維であって、前記繊維は
ポリマーブレンドを含み、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）１０重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、前記第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
リマーであり、前記インターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．９２１グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
　ｉｉｉ．３０パーセントより大きいＳＣＢＤＩ（短鎖分岐分布指数）またはＣＤＢＩ（
組成分布分岐指数）；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．９０重量パーセントから２０重量パーセントまでの第二ポリマーであって、前記第
二ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーで
あり、前記ホモポリマーまたはインターポリマーは：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含む、繊維。
【請求項１７】
　前記繊維はスパンボンド繊維である、請求項１５または１６に記載の繊維。
【請求項１８】
　前記第一ポリマーは該ブレンドのうちの４０－６０パーセントを構成する、請求項１５
または１６に記載の繊維。
【請求項１９】
　前記第二ポリマーは線状エチレンポリマーまたは実質的に線状のエチレンポリマーであ
る、請求項１５または１６に記載の繊維。
【請求項２０】
　前記第一ポリマーは１０ｇ／１０分より大きいメルトインデックスを有する、請求項１
５または１６に記載の繊維。
【請求項２１】



(4) JP 5021462 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

　前記第一ポリマーは０．９１５グラム／センチメートル3から．９２５グラム／センチ
メートル3までの範囲の密度を有する、請求項１５に記載の繊維。
【請求項２２】
　前記第二ポリマーは前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０２グラム／センチ
メートル3大きい密度を有する、請求項１５または１６に記載の繊維。
【請求項２３】
　全体的なポリマーブレンドが１８ｇ／１０分よりも大きいメルトインデックスを有する
、請求項１６に記載の繊維。
【請求項２４】
　前記繊維は短繊維およびバインダー繊維からなるグループから選択される、請求項１５
から２３のいずれか一項に記載の繊維。
【請求項２５】
　前記繊維はバインダー繊維であり、前記バインダー繊維はシース－コア二成分繊維の形
態を有しており、前記繊維の前記シースが前記ポリマーブレンドを含む、請求項２４に記
載の繊維。
【請求項２６】
　前記シースは、少なくとも一つのエチレン性不飽和部位および少なくとも一つのカルボ
ニル基を含有する不飽和な有機化合物でグラフト化されたポリオレフィンを更に含む、請
求項２５に記載の繊維。
【請求項２７】
　前記不飽和な有機化合物は無水マレイン酸である、請求項２６に記載の繊維。
【請求項２８】
　前記繊維はバインダー繊維であり、前記バインダー繊維はエアーレイドウェブ内にあり
、前記繊維は前記エアーレイドウェブのうちの５－３５重量パーセントを構成している、
請求項２４に記載の繊維。
【請求項２９】
　前記繊維は短繊維であり、前記短繊維はカーデッドウェブ内にある、請求項２４に記載
の繊維。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２００４年４月３０日に出願された仮出願第６０／５６７，４００号の利
益を主張するものであり、これにより、前述の仮出願は、その内容全体が参照により本明
細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は不織ウェブまたは不織布に関する。詳細には、本発明は卓越した耐摩耗性およ
び優れた柔軟性を有する不織ウェブに関する。また、本発明は繊維にも関し、特に不織布
材料において使用するのに適した繊維、詳細には特定のポリマーブレンドを含むスパンボ
ンデッド繊維にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　不織ウェブまたは不織布は様々な製品、例えば包帯用材料、衣料品、使い捨てオムツお
よび他の個人用衛生用品（ウェットタイプの拭き取り用具を含む）などにおいて使用する
のに適している。ハイレベルの強度、柔軟性および耐摩耗性を有する不織ウェブは、使い
捨ての吸収性衣料品、例えばオムツ、尿漏れ防止ブリーフ、トレーニングパンツおよび女
性用衛生衣料品などに適している。例えば、使い捨てオムツの場合、柔らかくて強い不織
の構成部分、例えばトップシートまたはバックシート（アウターカバーとしても知られて
いる）などを有することが非常に望ましい。トップシートはオムツの内側の身体と接触す
る部分を形成し、このため、柔らかいことが非常に有益になる。バックシートは外観が布
様であることが有益であり、また、布用の感触に加えて柔らかいことが消費者の好みであ
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る。耐摩耗性は不織ウェブの耐久性に関係し、使用中における有意な繊維の損失がないこ
とにより特徴付けられる。
【０００４】
　耐摩耗性は不織布の「けば立つ」傾向により特徴付けることができ、この傾向は「リン
ティング（linting）」または「ピリング」と呼ばれることもある。けば立ちは、繊維ま
たは小さな繊維束が不織ウェブの表面から擦り取られ、引き抜かれ、または別な方法で放
出されるときに生じる。けば立ちは、着用者もしくは他者の皮膚または衣服に繊維が残る
結果をもたらし、更にはその不織布の品質を低下させる可能性があり、何れもユーザーに
とって非常に望ましくない状態である。
【０００５】
　けば立ちは、強度を付与するのと殆ど同じ方法で、即ち、不織ウェブ中の隣接した繊維
を相互に接合（bonding）させることにより、または絡め合わせることにより抑制するこ
とができる。不織ウェブの繊維が相互に接合される範囲内において、または相互に絡め合
わせられる範囲内において、強度を高めることができ、また、けば立ちのレベルを抑制す
ることができる。
【０００６】
　柔軟性は、不織布を機械的に後処理することにより改良することができる。例えば、ヤ
ングらの名で１９９７年５月６日に発行された米国特許第５，６２６，５７１号明細書に
開示されている方法を用いて不織ウェブを増分的に伸ばすことにより、使い捨ての吸収性
物品として使用するのに充分な強度を維持しながら、柔らかく、且つ、伸張性のある状態
にすることができる。ドブリン（Dobrin）ら（’９７６）（これをもって参照により本明
細書に組み込まれる）は、少なくともある程度までは互いに相補的な三次元表面を有する
対抗圧力アプリケーター（opposed pressure applicators）を使用することにより、不織
ウェブを柔らかく、且つ、伸張性にする方法を教示している。ヤングら（これをもって参
照により本明細書に組み込まれる）は、非弾性素地の不織布をクロスマシン方向に恒久的
に伸ばすことにより、柔らかくて強い不織ウェブを製作する方法を教示している。しかし
、ヤングらもドブリンらも、彼らのそれぞれの不織ウェブの非けば立ち傾向については教
示していない。例えば、ドブリンらの方法は、比較的高いけば立ち傾向を有する不織ウェ
ブをもたらす可能性がある。即ち、ドブリンらの柔らかくて伸張性のある不織ウェブは、
耐摩耗性が比較的低く、製品の用途において取り扱われ、または使用されたときに、けば
立つ傾向を有している。
【０００７】
　不織ウェブを接合または「連結（consolidating）」する一つの方法は、規則的なパタ
ーンの間隔をあけた熱的なスポット接合において、隣接した繊維を接合することである。
一つの適切な熱接合方法が、ハンセン（Hansen）らに１９７４年１２月１７日に発行され
た米国特許第３，８５５，０４６号明細書に記載されており、この特許は、これをもって
参照により本明細書に組み込まれる。ハンセンらは、不織ウェブの表面を耐摩耗性にする
ため、１０－２５パーセントの接合面積（彼らの特許明細書では「連結面積」と呼ばれて
いる）を有する熱接合パターンを教示している。しかし、高められた柔らかさと共に一層
高い耐摩耗性が得られれば、多くの用途（使い捨ての吸収性物品、例えばオムツ、トレー
ニングパンツおよび女性用衛生用品などを含む）における不織ウェブの使用に更なる利益
をもたらすことができる。
【０００８】
　接合部位のサイズを大きくすることにより；または接合部位間の距離を小さくすること
により、より多くの繊維を接合し、耐摩耗性を高めることができる（けば立ちを低減させ
ることができる）。しかし、これに対応してもたらされる不織布の接合面積の増大は曲げ
剛性（即ち、剛さ）も増大させることとなり、曲げ剛性は柔らかさの知覚に反比例する（
即ち、曲げ剛性が大きくなると、柔らかさが低減する）。別な言葉で表現すれば、既知の
方法で達成されたときには、耐摩耗性は曲げ剛性に正比例する。耐摩耗性がけば立ちと相
関し、剛軟度が知覚される柔らかさと相関するため、不織布製造の既知の方法は、不織布
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のけば立ち特性と柔軟特性との間でのトレードオフを必要とする。
【０００９】
　柔軟性を犠牲にすることなく不織布材料の耐摩耗性を改良するために、様々な手法が試
行されている。例えば、共にショーヤー（Shawyer）らに発行された米国特許第５，４０
５，６８２号明細書および第５，４２５，９８７号明細書は、多成分ポリマーストランド
でできた－柔らかく、尚かつ耐久性もある、布様の不織布を教示している。しかし、開示
されている多成分繊維は、多成分ポリマーストランドの一方の側またはシースに比較的高
価なエラストマー熱可塑性プラスチック材料（即ち、ＫＲＡＴＯＮＳ）を含んでいる。ス
トラック（Strack）らに発行された米国特許第５，３３６，５５２号明細書は同様な手法
を開示しており、その手法では、エチレンアルキルアクリレートコポリマーが多成分ポリ
オレフィン繊維における耐摩耗性添加剤として使用されている。ストロークス（Strokes
）に発行された米国特許第５，５４５，４６４号明細書はコンジュゲート繊維のパターン
接合不織布を記載しており、そこでは、比較的低い融点のポリマーが比較的高い融点のポ
リマーで覆われている。
【００１０】
　接合パターンは、柔軟性を維持しながら、更には柔軟性を改良さえしながら、不織布の
強度および耐摩耗性を改良するためにも利用されている。柔軟性にマイナスの影響を及ぼ
しすぎることなく、改良された耐摩耗性を達成するために様々な接合パターンが開発され
ている。マックコーマック（McCormack）らに発行された米国特許第５，９６４，７４２
号明細書は、予め定められたアスペクト比を有するエレメントを含む熱接合パターンを開
示している。報じられているところによれば、これらの特定の接合形状は、布地を強化す
るのに充分な数の固定化繊維をもたらすが、それでも尚、受け入れ難い程度にまで剛さを
高めるほどの数ではない、と述べられている。ツジヤマらに発行された米国特許第６，０
１５，６０５号明細書は、強度、手触りおよび耐摩耗性をもたらすため、非常に特殊な方
法で熱的にプレス接合された部分を開示している。しかし、これらすべての接合パターン
による解決策は、接合面積と柔軟性との間での本質的なトレードオフが依然として残った
ままであると確信される。
【００１１】
　柔軟性を犠牲にすることなく不織布材料の耐摩耗性を改良するための別の手法は、不織
布材料を製造するために使用される繊維のポリマー含有量を最適化することである。様々
な繊維および布地が熱可塑性プラスチックから製造されており、例えばポリプロピレン、
典型的には高圧重合プロセスで製造される高度分岐低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線
状不均一分岐ポリエチレン（例えば、チーグラー触媒を用いて製造された線状低密度ポリ
エチレン）、ポリプロピレンと線状不均一分岐ポリエチレンとのブレンド、線状不均一分
岐ポリエチレンのブレンド、およびエチレン／ビニルアルコールコポリマーなどから製造
されている。
【００１２】
　繊維の形態に押し出し可能であることが知られている様々なポリマーのうち、高度分岐
ＬＤＰＥは成功裏に細デニール繊維の形態に溶融紡糸されていない。線状不均一分岐ポリ
エチレンは、米国特許第４，０７６，６９８号明細書（アンダーソンら）に記載されてい
るように（この特許の開示内容は参照により本明細書に組み込まれる）、モノフィラメン
トの形態に形成されている。また、線状不均一分岐ポリエチレンは、米国特許第４，６４
４，０４５号明細書（フォーウェルズ（Fowells））、米国特許第４，８３０，９０７号
明細書（ソーヤー（Sawer）ら）、米国特許第４，９０９，９７５号明細書（ソーヤーら
）および米国特許第４，５７８，４１４号明細書（ソーヤーら）に開示されているように
（これらの特許の開示内容は参照により本明細書に組み込まれる）、成功裏に細デニール
繊維の形態にも形成されている。このような不均一分岐ポリエチレンのブレンドも、米国
特許第４，８４２，９２２号（クラップ（Krupp）ら）、米国特許第４，９９０，２０４
号明細書（クラップら）および米国特許第５，１１２，６８６号明細書（クラップら）に
開示されているように（これらの特許の開示内容はすべて参照により本明細書に組み込ま
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れる）、成功裏に細デニール繊維および布地の形態に形成されている。米国特許第５，０
６８，１４１号明細書（クボら）も、特定の融解熱を有する特定の不均一分岐ＬＬＤＰＥ
の連続加熱接合フィラメントから不織布を製造する方法を開示している。不均一分岐ポリ
マーのブレンドの使用は改良された布地をもたらすが、これらのポリマーは、繊維破断を
伴うことなく紡ぐのがかなり難しい。
【００１３】
　米国特許第５，５４９，８６７号明細書（ゲスナー（Gessner）ら）は、紡績を改良す
るため、４００，０００から５８０，０００までの分子量を有するポリオレフィンに低分
子量ポリオレフィンを添加する方法を記載している。ゲスナーらが開述している実施例は
、１０から３０重量パーセントまでの比較的低い分子量のメタロセンポリプロピレンとチ
ーグラー・ナッタ触媒を用いて製造された７０から９０重量パーセントまでの比較的高い
分子量のポリプロピレンとのブレンドを対象としている。
【００１４】
　国際公開第９５／３２０９１号パンフレット（スタール（Stahl）ら）は、異なる融点
を有するポリプロピレン樹脂から製造され、異なる製造プロセスによって製造された繊維
のブレンド、例えばメルトブローン繊維とスパンボンド繊維とのブレンドなどを利用する
ことにより接合温度を低減させる方法を開示している。スタール（Stahl）らは、イソタ
クチックプロピレンコポリマーと比較的高い融点を有する熱可塑性プラスチックポリマー
とのブレンドを含む繊維を特許請求している。しかし、スタール（Stahl）らは、異なる
繊維のブレンドを使用することにより接合温度をコントロールする方法に関して幾つかの
教示を提供しているが、スタール（Stahl）らは、同じ融点を有する繊維から製造される
布地の布強度を改良するための手段に関する指針は提供していない。
【００１５】
　参照により本明細書に組み込まれる、ライ（Lai）、ナイト（Knight）、チャム（Chum
）およびマルコヴィッチ（Markovich）の名での米国特許第５，６７７，３８３号明細書
は、実質的に線状のエチレンポリマーと不均一に分岐したエチレンポリマーとのブレンド
、および繊維を含めた様々の最終用途におけるそのようなブレンドの使用について開示し
ている。そこで開示されている組成物は、好適には、少なくとも０．８９グラム／センチ
メートル3の密度を有する実質的に線状のエチレンポリマーを含んでいる。しかし、ライ
らが開示している製造温度は１６５℃以上の温度ばかりである。それとは対照的に、繊維
の品質を保つため、布地は、すべての結晶性材料が溶融前または溶融中に融解しないよう
なより低い温度で接合されることが多い。
【００１６】
　欧州特許公開公報（ＥＰ）第３４０，９８２号明細書は、第一成分コアおよび第二成分
シースを含む二成分繊維を開示しており、その第二成分は、更に、非晶質ポリマーと少な
くとも部分的に結晶性のポリマーとのブレンドを含んでいる。そこで開示されている非晶
質ポリマー対結晶性ポリマーの範囲は１５：８５から９０：１０までである。好適には、
その第二成分は第一成分と同じ一般的なポリマータイプの結晶性および非晶質ポリマーを
含み、そのポリマーはポリエステルが好適であろう。例えば、その特許の実施例は、第二
成分として非晶質ポリエステルと結晶性ポリエステルの使用を開示している。ＥＰ第３４
０，９８２号明細書は、表ＩおよびＩＩにおいて、その非晶質ポリマーのメルトインデッ
クスが低くなるにつれて、不利益なことに、ウェブの強度も同様に低下することを示して
いる。現ポリマー組成物は、線状の低密度ポリエチレンおよび一般的に０．７グラム／１
０分から２００グラム／１０分までの範囲のメルトインデックスを有する高密度ポリエチ
レンを含んでいる。
【００１７】
　米国特許第６，０１５，６１７号明細書および第６，２７０，８９１号明細書は、最適
なメルトインデックスを有する比較的高い融点のポリマーに低融点の均一ポリマーを含め
ることにより、適切な繊維紡績性能を維持しながら、改良された接合性能を有するカレン
ダー仕上げされた布地を効果的に提供できることを教示している。
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【００１８】
　米国特許第５，８０４，２８６号明細書は、受け入れ可能な耐摩耗性を有するスパンボ
ンドウェブへのＬＬＤＰＥフィラメントの接合は、受け入れ可能なつなぎ止めが観測され
る温度と、フィラメントが融解し、カレンダーに張り付く温度とが殆ど同じであるため、
難しいと教示している。この参考文献は、これが、スパンボンデッドＬＬＤＰＥ不織布が
広範な商業的受け入れを見せていない理由の説明である、と結論付けている。
【００１９】
　このようなポリマーは繊維用途市場においてかなりの成功を見せているが、このような
ポリマーから製造された繊維は、接合強度が改良されれば更なる恩恵を受け、そのような
接合強度の改良は、耐摩耗性を有する布地をもたらし、従って、不織布および不織布物品
の製造業者、更には最終消費者に対して高められた価値をもたらすであろう。しかし、接
合強度におけるいかなるメリットも、紡糸性の不利益な低減や処理中における繊維または
布地の機器への不利益な張り付きの増大などを犠牲にしたものであってはならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　従って、望ましい柔軟性の知覚を得るために充分に低い曲げ剛性、特にマシン方向にお
ける充分に低い曲げ剛性を維持しながら、耐摩耗性を得るために充分に高いパーセンテー
ジの接合面積を有する不織布に対する、存続し続けている取り組まれていないニーズが存
在する。
【００２１】
　更に、使い捨ての吸収性物品における構成部分として使用するのに適した低いけば立ち
性の柔らかな不織布に対する、存続し続けている取り組まれていないニーズも存在する。
【００２２】
　加えて、比較的高い耐摩耗性を有する、柔らかで伸張性の不織ウェブに対する、存続し
続けている取り組まれていないニーズも存在する。
【００２３】
　更に、柔らかさを殆どまたは全く低減させることなく耐摩耗性が達成されるような不織
布の処理方法に対する、存続し続けている取り組まれていないニーズも存在する。
【００２４】
　また、広めのボンディングウィンドウ（bonding window）、高められた接合強度および
耐摩耗性、改良された柔軟性および良好な紡糸性を有する繊維、特にスパンボンド繊維に
対するニーズも存在する。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　一つの側面においては、本発明は、０．７ｍｇ／ｃｍ2未満のけば／摩耗および０．１
５ｍＮ・ｃｍ未満の曲げ剛性を有する不織布材料を提供する。該不織布材料は、１５グラ
ム／ｍ2より大きい坪量（basis weight）、（２０ＧＳＭの坪量において）１０Ｎ／５ｃ
ｍ ＭＤおよび７Ｎ／５ｃｍ ＣＤより大きい引張り強さおよび２５％未満の連結面積を有
しているべきである。
【００２６】
　別の側面においては、本発明は、ポリマーブレンドを含む、０．１デニールから５０デ
ニールまでの繊維であり、ここで、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）４０重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、この第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
リマーであり、このインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．８７０グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
を有する、第一ポリマー；ならびに



(9) JP 5021462 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

　ｂ．６０重量パーセントから２０重量パーセントまでの第二ポリマーであって、この第
二ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーで
あり、このホモポリマーまたはインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、好適には、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含む。
【００２７】
　別の側面においては、本発明は、ポリマーブレンドを含む、０．１デニールから５０デ
ニールまでの範囲のある直径を有する繊維であり、ここで、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）１０重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、この第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
リマーであり、このインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．９２０グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．９０重量パーセントから２０重量パーセントまでの第二ポリマーであって、この第
二ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーで
あり、このホモポリマーまたはインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、好適には、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含む。
【００２８】
　好適には、本発明の繊維はポリマー組成物から調製され、その組成物は：
　ａ．少なくとも一つの実質的に線状のエチレンα－オレフィンインターポリマーであっ
て、このインターポリマーが：
　ｉ．メルトフロー比（Ｉ10／Ｉ2）≧５．６３の、
　ｉｉ．次式：Ｍw／Ｍn≦（Ｉ10／Ｉ2）－４．６３により定義される分子量分布（Ｍｗ
／Ｍｎ）、
　ｉｉｉ．略同一のＩ2およびＭw／Ｍnを有する線状エチレンポリマーの表面メルトフラ
クチャーの発生時における臨界剪断速度よりも少なくとも５０パーセント大きい表面メル
トフラクチャーの発生時における臨界剪断速度、および
　ｉｖ．約０．９３５グラム／センチメートル3未満の密度、
を有する、少なくとも一つの実質的に線状のエチレンα－オレフィンインターポリマー、
ならびに
　ｂ．約０．９３５グラム／センチメートル3より大きい密度を有する少なくとも一つの
エチレンポリマー、
を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本明細書において、「吸収性物品」という用語は、身体の滲出液（exudates）を吸収お
よび収容する道具（devices）を表し、より詳細には、身体から放出される様々な滲出液
を吸収および収容するために着用者の身体に接触させて配置される、または身体の近傍に
置かれる道具を表す。
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【００３０】
　「使い捨て」という用語は、本明細書では、洗濯され、または別の方法で吸収性物品と
して元の状態に戻されもしくは再使用されることが意図されていない吸収性物品（即ち、
これらの物品は、単回の使用後に廃棄されることが意図されており、好適には、リサイク
ルされ、堆肥化され、または環境に適合する別の方法で処分されることが意図されている
）を表すべく使用される。「統合型（unitary）」吸収性物品は、組織的実体を形成すべ
く共に合体された個別パーツでできた吸収性物品を表し、従って、これらの統合型吸収性
物品は、個別のホルダーおよびライナーのような別々の操作的（manipulative）パーツを
必要としない。
【００３１】
　本明細書において、「不織ウェブ」という用語は、インターレイド（interlaid）され
ているが、いかなる規則的な反復する方法でもなくインターレイドされている個々の繊維
または糸の構造を有するウェブを表す。不織ウェブは、これまで、様々なプロセス、例え
ばエアーレイング（air laying）プロセス、メルトブローイングプロセス、スパンボンデ
ィングプロセスおよびボンデッドカーデッド（bonded carded）ウェブプロセスを含めた
カーディングプロセスなどにより形成されてきた。
【００３２】
　本明細書において、「超極細繊維（マイクロファイバー）」という用語は、約１００ミ
クロンを超えない平均直径を有する小さな直径の繊維を表す。本発明において利用される
繊維、特にスパンボンド繊維は超極細繊維であってよく、より詳細には、１５－３０ミク
ロンの平均直径を有し、１．５－３．０のデニールを有する繊維であってよい。
【００３３】
　本明細書において、「メルトブローン繊維」という用語は、溶融熱可塑性プラスチック
材料を微細な（通常は円形の）ダイキャピラリー（die capillaries）を通じて、溶融さ
れた糸またはフィラメントとして高速ガス（例えば空気）流中に押し出すことにより形成
される繊維を表し、該高速ガス流は溶融熱可塑性プラスチック材料のフィラメントを減衰
させてフィラメントの直径を低減し、その低減の度合いは超極細繊維の直径にまで及び得
る。この後、それらのメルトブローン繊維は高速ガス流によって運ばれ、ランダムに分散
されたメルトブローン繊維のウェブを形成すべく収集表面上に堆積される。
【００３４】
　本明細書において、「スパンボンデッド繊維」という用語は、溶融熱可塑性プラスチッ
ク材料をフィラメントとして、押し出されるフィラメントの直径を有するスピナレットの
複数の微細な（通常は円形の）キャピラリーから押し出し、次いで、延伸することによっ
て急速に直径を低減させることにより形成される小さな直径の繊維を表す。
【００３５】
　本明細書において、「連結」および「連結されている」という用語は、不織ウェブの繊
維の少なくとも一部を共に更に一層近接した状態にもたらして一つまたは複数の部位を形
成することを表し、これらの部位は、連結されていないウェブに比べ、この不織布の外力
に対する抵抗性、例えば摩耗および引張り力に対する抵抗性を高めるべく機能する。「連
結されている」という用語は、熱的なポイント接合などにより繊維の少なくとも一部が更
に一層近接した状態にもたらされるような処理が為されている不織ウェブ全体を表すこと
がある。そのようなウェブは「連結ウェブ」と見なすことができる。別の意味では、近接
した状態にもたらされている繊維の個別的な離散領域、例えば個々の熱接合部位などを「
連結されている」と記述することがある。
【００３６】
　連結は、繊維性ウェブに熱及び／又は圧力を加える方法、例えば熱的なスポット接合（
即ち、ポイント接合）などにより達成することができる。熱的なポイント接合は、ハンセ
ンらに発行された前述の米国特許第３，８５５，０４６号明細書に記載されているように
、繊維性ウェブを、そのうちの一方のロールが加熱されていて、その表面に複数の隆起し
たポイントを含む二つのロールによって形成された圧力ニップに通すことにより行うこと
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ができる。また、連結方法は、超音波接合、スルーエアー（through-air）接合および水
流絡合も含むことができる。水流絡合は、典型的には、繊維性ウェブを高圧水噴射で処理
し、そのウェブを、連結させることが望まれている領域における機械的な繊維絡合（摩擦
）により、繊維絡合の領域内に形成されている部位と連結させるステップを要件として含
む。繊維は、１９７７年５月３日にカルワイツ（Kalwaites）に発行された米国特許第４
，０２１，２８４号明細書および１９７７年５月２４日にコントラター（Contrator）ら
に発行された第４，０２４，６１２号（これらの両特許は、これをもって参照により本明
細書に組み込まれる）で教示されているようにして、水流により絡合させることができる
。現在好適な実施態様においては、不織布のポリマー繊維はポイント接合（複数の離散的
な間隔をあけた接合部位のため、時として「部分連結」と呼ばれることがある）により連
結される。
【００３７】
　本明細書において、「ポリマー」という用語は、一般的に、これらに限定するものでは
ないが、ホモポリマー、コポリマー、例えばブロックコポリマー、グラフトコポリマー、
ランダムコポリマーおよび交互コポリマー、ターポリマーなど、ならびにそれらのブレン
ドおよび改変物を含む。更に、特に限定しない限り、「ポリマー」という用語は、その材
料のあらゆる可能な幾何学的立体配置を含むものとする。これらの立体配置は、限定する
ものではないが、イソタクチック対称性、シンジオタクチック対称性およびランダム対称
性を含む。
【００３８】
　本明細書で使用する場合、「伸張性を有する」という用語は、バイアス力を加えたとき
に、突発故障を起こすことなく、少なくとも約５０パーセント、より好適には少なくとも
約７０パーセントほど伸張可能なあらゆる材料を表す。
【００３９】
　本明細書で特定されているすべての百分率は、特に限定しない限り、重量百分率である
。
【００４０】
　本明細書において、「不織」、または「不織布」もしくは「不織布材料」という用語は
、それらの繊維の少なくとも一部の機械的なインターロックまたは溶融などによりランダ
ムウェブ内において共に保持されている繊維のアセンブリを意味する。不織布は様々な方
法により製造することができ、それらの方法は、米国特許第３，４８５，７０６号明細書
（エヴァンス（Evans））および米国特許第４，９３９，０１６号明細書（ラドワンスキ
ー（Radwanski）ら）（これらの特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる
）に開示されているようなスパンレース法（または水流絡合法）による布地；短繊維をカ
ーディングおよび熱的に接合する方法；一つの連続的な操作において長繊維をスパンボン
ドする方法；または繊維を布地の形態にメルトブローし、その後、結果として得られたウ
ェブをカレンダー加工もしくは熱的に接合する方法を含む。これらの様々な不織布製造技
術は当業者に広く知られている。本発明の繊維は、スパンボンデッド不織布材料を製造す
るのに特に優れて適している。
【００４１】
　本発明の不織布材料は、１０グラム・パー・平方メートル（ｇｓｍ）から１００ｇｓｍ
までの坪量（単位面積当たりの重量）を有するであろう。坪量は１５ｇｓｍから６０ｇｓ
ｍまでであってもよく、一つの実施態様においては２０ｇｓｍであった。適切な素地不織
ウェブは０．１０から１０までの平均フィラメントデニールを有することができる。非常
に低いデニールは、例えばスプリッタブル（splittable）繊維テクノロジーを使用するこ
とにより達成することができる。一般的に、フィラメントのデニールを低減すると一層柔
らかな繊維性ウェブがもたらされる傾向があり、更に一層の柔らかさを求めて、約０．１
０デニールから２．０デニールまでの低いデニールの超極細繊維を利用することができる
。
【００４２】
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　連結の程度は、連結されているウェブの合計表面積の百分率として表現することができ
る。連結は、接着剤が不織布の表面に一様にコーティングされたときなどのように、また
は二成分繊維が充分に加熱されて事実上あらゆる繊維があらゆる隣接した繊維に接合した
ときなどのように、実質的に全体的なものであってよい。しかし、一般的に、連結は、好
適には、ポイント接合、例えば熱的なポイント接合の場合のように、部分的である。
【００４３】
　ポイント接合、例えば熱的なポイント接合により形成される離散的な間隔をあけた接合
部位は、局所化されたエネルギー入力の領域内における不織布の繊維を接合するに過ぎな
い。局所化されたエネルギー入力から離れた位置に存在する繊維または繊維の部分は、隣
接した繊維に実質的に接合されていない状態のまま留まる。
【００４４】
　同様に、超音波法または水流絡合法に関して、部分的に連結された不織ウェブを製造す
べく、離散的な間隔をあけた接合部位を形成することができる。この連結面積は、これら
の方法により連結された場合、繊維をポイント接合（代替的には、「接合部位」と呼ばれ
る）の形態に接合することにより形成された局所化部位により占有されている単位面積当
たりの面積を表し、典型的には合計単位面積（total unit area）の百分率として表現さ
れる。連結面積を決定する方法が以下で詳述されている。
【００４５】
　連結面積は、画像解析ソフトウェアを用いて、走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）画像から決定
することができる。一つまたは好適にはそれ以上のＳＥＭ画像を２０ｘの倍率で不織ウェ
ブサンプルの異なる位置から入手することができる。これらの画像をデジタル方式で保存
し、解析用のＩｍａｇｅ－Ｐｒｏ　ＰｌｕｓＯソフトウェアにインポートすることができ
る。次いで、これらの接合されている面積をトレースし、このＳＥＭ画像の合計面積に基
づき、これらの面積に対する面積百分率を算出することができる。画像の平均値を、この
サンプルに対する連結面積として採用することができる。
【００４６】
　本発明のウェブは、行われる場合には機械的な後処理の前の段階で、好適には約２５パ
ーセント未満、より好適には約２２パーセント未満の連結面積百分率を呈する。
【００４７】
　本発明のウェブは高い耐摩耗性および高度の柔軟性により特徴付けられ、これらの特性
は、それぞれ、このウェブのけば立ち傾向および曲げ剛性または屈曲剛性により定量化さ
れる。けばレベル（または「けば／摩耗」）および曲げ剛性は、国際公開第０２／３１２
４５号パンフレット（この特許の内容全体が参照により本明細書に組み込まれる）のＴｅ
ｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄｓセクションで説明されている方法により決定された。
【００４８】
　けばレベル、引張り強さおよび曲げ剛性は、その不織布の坪量、更にはその繊維が単成
分フィラメント（またはモノフィラメント）でできているのかまたは二成分（典型的には
シース／コア）フィラメントでできているのかに部分的に依存する。本発明の目的上、「
単成分」繊維は、その横断面が比較的一様な繊維を意味する。その横断面は、一つより多
くのポリマーのブレンドを含んでいてよい（但し、「二成分」構造、例えばシース－コア
構造および海における並列した島状の構造などを含まないであろう）ことを理解すべきで
ある。一般的に、他のすべてが等しければ、重い布地ほど（即ち、坪量が大きい布地ほど
）、けばレベルが高くなるであろう。同様に、重い布地ほど、頑強さおよび曲げ剛性の値
が高くなり、Ｓ．ウォークナー（S. Woekner）による「Softness and Touch－Important 
aspects of Non-wovens」（edana Intenational Nonwovens Symposium, Rome Italy June
 (2003)）に記載されているとおりのＢＢＡ柔軟性パネルテストにより決定したときの柔
軟性の値が低くなる傾向を有するであろう。
【００４９】
　本発明の不織布材料は、好適には約０．７ｍｇ／ｃｍ2未満、より好適には約０．６ｍ
ｇ／ｃｍ2未満、最も好適には約０．５ｍｇ／ｃｍ2未満のけば／摩耗を呈する。坪量への
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依存性の一例として、モノフィラメントから製造された不織布の坪量が略２０－２７ｇｓ
ｍの範囲内にあるときには、摩耗（ｍｇ／ｃｍ2）は、０．０２１４（ＢＷ）＋０．２７
１４（ここで、ＢＷはｇ／ｍ2単位における坪量である）に等しいかそれ未満であろう。
好適には０．０２１４（ＢＷ）＋０．１７１４未満、より好適には０．０２１４（ＢＷ）
＋０．０７１４に等しいかそれ未満であろう。これらの等式において、式は既に単位変換
を考慮に入れており、例えば、坪量がグラム／ｍ2単位で式に挿入されたときには、摩耗
結果（例えば）は、更なる変換を伴うことなく、ｍｇ／ｃｍ2単位で与えられることを理
解すべきである。主として二成分繊維を用いて製造された布地の場合、摩耗は０．００７
１（ＢＷ）＋０．４０７１に等しいかそれ未満、好適には０．０１４３（ＢＷ）＋０．１
６４３に等しいかそれ未満、最も好適には０．０１４３（ＢＷ）＋０．１１４３に等しい
かそれ未満であろう。
【００５０】
　２０－２７ｇｓｍの坪量において適用可能であるとして挙げられている関係は、２０－
２７ｇｓｍの範囲外における特定の坪量でも成り立つことを理解すべきである。
【００５１】
　曲げ剛性をマシン方向（ＭＤ）とクロス方向（ＣＤ）との両方で決定したところ、２０
－２７ｇｓｍの坪量の布地の場合、ＭＤにおいては、好適には約０．４ｍＮ・ｃｍ未満、
より好適には約０．２ｍＮ・ｃｍ未満、より一層好適には約０．１５ｍＮ・ｃｍ未満、最
も好適には約０．１１ｍＮ・ｃｍ未満である。ＣＤにおいては、この布地は、好適には約
０．２ｍＮ・ｃｍ未満、より好適には約０．１５ｍＮ・ｃｍ未満、より一層好適には約０
．１０ｍＮ・ｃｍ未満、最も好適には約０．０８ｍＮ・ｃｍ未満の曲げ剛性を有するであ
ろう。モノフィラメント繊維から製造された不織布の坪量が略２０－２７ｇｓｍの範囲内
にあるときには、ＭＤにおける曲げ剛性（ｍＮ・ｃｍ）は、０．０２８６（ＢＷ）－０．
３７１４に等しいかそれ未満、好適には０．０２１４（ＢＷ）－０．２７８６に等しいか
それ未満、最も好適には０．００５７（ＢＷ）－０．００４３に等しいかそれ未満であろ
う。二成分フィラメントで製造された不織布の場合、この関係は、０．０７１４（ＢＷ）
－１．０２８６に等しいかそれ未満、より好適には０．０７１４（ＢＷ）－１．０７８６
に等しいかそれ未満であろう。
【００５２】
　これらの不織布材料に対する引張り強さは、一定速度の伸展型引張り試験機、例えばイ
ンストロン（Instron）などにより製造された試験機などを用いて測定された。それぞれ
の報じられている結果は５つのサンプルを試験した結果であり、これらの報告されている
結果はそれらの平均値である。結果は、最大時における単位幅当たりの力の負荷量（例え
ばＮ／５ｃｍ）として報告されており、また、ピーク伸長も、最大力における伸長百分率
として報告されている。試験は、２３±１℃（７３±２°Ｆ）および５０±２パーセント
の相対湿度に調節されたコンディショニング済みの室内で実施された。試験はマシン方向
（ＭＤ）とクロス方向（ＣＤ）との両方で行われた。本発明の不織布材料は、ＭＤにおい
て、約１０Ｎ／５ｃｍ以上、より好適には１１Ｎ／５ｃｍ以上、更に好適には１３Ｎ／５
ｃｍ以上、より一層好適には１５Ｎ／５ｃｍ以上の引張り強さを有している。クロス方向
においては、該不織布材料は、約７Ｎ／５ｃｍ以上、より好適には８Ｎ／５ｃｍ以上、更
に好適には１０Ｎ／５ｃｍ以上、より一層好適には１１Ｎ／５ｃｍ以上の引張り強さを有
しているであろう。引張り強さも坪量の関数であり、従って、引張り強さ（Ｎ／５ｃｍ）
は、０．４２８６（ＢＷ）＋１．４２８６に等しいかそれ以上であることが好適であり、
より好適には０．４２８６（ＢＷ）＋２．４２８６に等しいかそれ以上である。クロス方
向においては、引張り強さは０．４２８６（ＢＷ）－１．５７１４に等しいかそれ以上で
あることが好適であり、より好適には０．４２８６（ＢＷ）－０．５７１４に等しいかそ
れ以上である。前の場合と同様、これらの関係は、１平方メートル当たり２０グラムから
２７グラムまでの坪量の範囲内において特に該当する。
【００５３】
　また、不織布材料はマシン方向におけるピーク力での伸長度の観点で表すこともできる
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。本発明の布地は、マシン方向におけるピーク力で好適には７０パーセント以上、より好
適には８０パーセント以上、更に一層好適には約９０パーセント以上、最も好適には約１
００パーセント以上の伸長度を有している。このファクターも坪量の関数であり、少なく
とも２０－２７ｇｓｍの範囲に対しては、不織布が１．４２８６（ＢＷ）＋４１．４２９
より大きい伸長度（パーセント）を有していることが好適であり、より好適には１．４２
８６（ＢＷ）＋５１．４２９以上、最も好適には約１．４２８６（ＢＷ）＋６１．４２９
以上の伸長度を有している。
【００５４】
　これらの不織布材料は柔軟性により特徴付けることもできる。柔軟性の値を決定する一
つの方法は、Ｓ．ウォークナーによる「Softness and Touch－Important aspects of Non
-wovens」（edana Intenational Nonwovens Symposium, Rome Italy June (2003)）に記
載されているようなパネルテストである。本発明の布地は約１の柔軟性パーソナル単位（
personal unit）（「ＳＰＵ」）に等しいかそれ以上の柔軟性を有していることが好まし
く、より好適には約２ＳＰＵ以上、更に一層好適には約３ＳＰＵ以上の柔軟性を有してい
る。柔軟性の値も坪量と反比例の関係で相関し、モノフィラメントで製造された布地（特
に２０－２７ｇｓｍの範囲の場合）においては、該布地は５．６２８６－０．１７１４（
ＢＷ）に等しいかそれ以上の柔軟性（ＳＰＵｓ）を有していることが好ましく、より好適
には５．３５７１－０．１４２９（ＢＷ）、最も好適には５．８５７１－０．１４２９（
ＢＷ）に等しいかそれ以上の柔軟性を有している。二成分繊維で製造された布地は柔らか
さが劣る傾向があり、従って、これらの材料（特に２０－２７ｇｓｍの場合）においては
、該不織布材料は２．９２８６－０．０７１４（ＢＷ）に等しいかそれ以上の柔軟性を有
していることが好ましく、より好適には３．４２８６－０．０７１４（ＢＷ）に等しいか
それ以上の柔軟性を有している。
【００５５】
　本発明の不織布材料は、ポリマーブレンドを含む、０．１デニールから５０デニールま
での範囲の直径を有する繊維を用いて有利に製造できることが判明し、ここで、前記ポリ
マーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）４０重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、この第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
リマーであり、このインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
　ｉｉ．０．８７０グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．エチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーである第
二ポリマーであって、このホモポリマーまたはインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、好適には、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含む。
【００５６】
　本発明の不織布材料は、代替的に、ポリマーブレンドを含む、０．１デニールから５０
デニールまでの範囲の直径を有する繊維を用いて有利に製造できることが判明し、ここで
、前記ポリマーブレンドは：
　ａ．（ポリマーブレンドの重量の）１０重量パーセントから８０重量パーセントまでの
第一ポリマーであって、この第一ポリマーは均一なエチレン／α－オレフィンインターポ
リマーであり、このインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
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　ｉｉ．０．９２１グラム／センチメートル3から０．９５０グラム／センチメートル3ま
での密度；
を有する、第一ポリマー；ならびに
　ｂ．エチレンホモポリマーまたはエチレン／α－オレフィンインターポリマーである第
二ポリマーであって、このホモポリマーまたはインターポリマーが：
　ｉ．１グラム／１０分から１０００グラム／１０分までのメルトインデックス、および
、好適には、
　ｉｉ．前記第一ポリマーの密度よりも少なくとも０．０１グラム／センチメートル3大
きい密度；
を有する、第二ポリマー；
を含む。
【００５７】
　本明細書で開示されているポリマー組成物において使用される均一に分岐した実質的に
線状のエチレンポリマーは、エチレンと少なくとも一つのＣ3－Ｃ20α－オレフィンとの
インターポリマーであってよい。本明細書において、「インターポリマー」および「エチ
レンポリマー」という用語は、そのポリマーがコポリマー、ターポリマーなどであってよ
いことを指示している。均一に分岐した線状または実質的に線状のエチレンポリマーを生
成するためにエチレンと有効に共重合されるモノマーは、Ｃ3－Ｃ20α－オレフィン、特
に１－ペンテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテンおよび１－オクテンを含む。
特に好適なコモノマーは１－ペンテン、１－ヘキセンおよび１－オクテンを含む。エチレ
ンおよびＣ3－Ｃ20α－オレフィンのコポリマーが特に好適である。
【００５８】
　「実質的に線状」という用語は、そのポリマー骨格が、０．０１個の長鎖分枝／１００
０個の炭素から３個の長鎖分枝／１０００個の炭素まで、より好適には０．０１個の長鎖
分枝／１０００個の炭素から１個の長鎖分枝／１０００個の炭素まで、特に０．０５個の
長鎖分枝／１０００個の炭素から１個の長鎖分枝／１０００個の炭素までで置換されてい
ることを意味する。
【００５９】
　長鎖分岐は、本明細書では、コモノマー取込みの結果であるあらゆる短鎖分枝の場合よ
りも大きな鎖長を有する分枝として定義される。長鎖分枝は、ポリマー骨格の長さと略同
じ位の長さであってもよい。
【００６０】
　長鎖分岐は、13Ｃ核磁気共鳴（ＮＭＲ）分光法を用いることにより決定することができ
、ランダル（Randall）の方法（Rev. Macromol. Chem. Phys., C29 (2&3), p.275-287）
（この文献の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる）を用いて定量化される。
【００６１】
　実質的に線状のエチレンポリマーのケースにおいては、そのようなポリマーは：
　ａ）メルトフロー比（Ｉ10／Ｉ2）≧５．６３、
　ｂ）次式：Ｍw／Ｍn≦（Ｉ10／Ｉ2）－４．６３により定義される分子量分布（Ｍw／Ｍ

n）、および
　ｃ）４×１０6ダイン／ｃｍ2より大きいグロス（gross）メルトフラクチャーの発生時
における臨界剪断応力及び／又は略同一のＩ2およびＭw／Ｍnを有する均一もしくは不均
一に分岐した線状エチレンポリマーのいずれかの表面メルトフラクチャーの発生時におけ
る臨界剪断速度よりも少なくとも５０パーセント大きい表面メルトフラクチャーの発生時
における臨界剪断速度、
を有するものとして特徴付けることができる。
【００６２】
　実質的に線状のエチレンポリマーとは対照的に、線状エチレンポリマーは長鎖分岐が欠
けており、即ち、線状ポリマーは０．０１個未満の長鎖分枝／１０００個の炭素を有して
いる。従って、「線状エチレンポリマー」という用語は、数多くの長鎖分枝を有すること
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が当業者に知られている高圧分岐ポリエチレン、エチレン／ビニルアセテートコポリマー
またはエチレン／ビニルアルコールコポリマーを指し示さない。
【００６３】
　線状エチレンポリマーは、例えば、チーグラー重合プロセスを用いて製造された、伝統
的な不均一に分岐した線状の低密度ポリエチレンポリマーもしくは線状の高密度ポリエチ
レンポリマー（例えば、米国特許第４，０７６，６９８号明細書（アンダーソン（Anders
on）ら）（この特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる））、または均一
な線状ポリマー（例えば、米国特許第３，６４５，９９２号明細書（エルストン（Elston
））（この特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる））を含む。
【００６４】
　本繊維を形成するために使用される均一な線状エチレンポリマーおよび実質的に線状の
エチレンポリマーはいずれも、均一な分岐分布を有している。「均一に分岐している分布
」という用語は、そのコモノマーがある与えられた分子内でランダムに分配されており、
これらのコポリマー分子の実質的にすべてが同一のエチレン／コモノマー比を有している
ことを意味する。
【００６５】
　この分岐分布の均一性は様々な方法で測定することができ、そのような方法は例えばＳ
ＣＢＤＩ（短鎖分枝分布指数）またはＣＤＢＩ（組成分布分枝指数）を測定する方法を含
む。ＳＣＢＤＩまたはＣＤＢＩは、モルコモノマー合計含有量の中央値の５０パーセント
以内のコモノマー含有量を有するポリマー分子の重量百分率として定義される。ポリマー
のＣＤＢＩは当技術分野において既知の技術により得られたデータから容易に算出するこ
とができ、例えばワイルド（Wild）らの文献（Wild et al., Journal of Polymer Scienc
e, Poly. Phys. Ed.、Vol. 20、p. 441 (1982)）、米国特許第５，００８，２０４号（ス
ターリング（Stehling））明細書（この特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込
まれる）などに記載されているような昇温溶離分別法（本明細書では「ＴＲＥＦ」と略記
する）により得られたデータなどから算出することができる。ＣＤＢＩを算出するための
技術は米国特許第５，３２２，７２８号明細書（デイヴィー（Davey）ら）および米国特
許第５，２４６，７８３号明細書（スペナデル（Spenadel）ら）に開示されており、これ
らの両特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる。均一に分岐した線状のエ
チレンポリマーおよび実質的に線状のエチレンポリマーに対するＳＣＢＤＩまたはＣＤＢ
Ｉは、典型的には３０パーセントより大きく、好適には５０パーセントより大きく、より
好適には６０パーセントより大きく、更に一層好適には７０パーセントより大きく、最も
好適には９０パーセントより大きい。
【００６６】
　本発明の繊維を製造するために使用される均一な線状エチレンポリマーおよび実質的に
線状のエチレンポリマーは、示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）またはＴＲＥＦを用いて測定
したときに、典型的には単一のピークを有するであろう。
【００６７】
　実質的に線状のエチレンポリマーは非常に意外な流動特性を呈し、そこでは、そのポリ
マーのＩ10／Ｉ2値がポリマーの多分散性指数（即ち、Ｍw／Ｍn）と本質的に無関係であ
る。これは、従来の均一な線状エチレンポリマーおよび不均一に分岐した線状のポリエチ
レン樹脂とは対照的であり、これらの従来型のポリマーおよび樹脂の場合、Ｉ10／Ｉ2値
を高くするためには多分散性指数を増大させなければならない。また、実質的に線状のエ
チレンポリマーは、高剪断濾過（high shear filtration）を用いたときにおいてさえ、
良好なプロセス可能性およびスピナレットパック（spinneret pack）を通じる低い圧力降
下も呈する。
【００６８】
　本発明の繊維および布地を製造するのに有用な、均一な線状エチレンポリマーは、線状
のポリマー骨格を有し、長鎖分岐を含まず、狭い分子量分布を有する、既知のクラスのポ
リマーである。このようなポリマーは、エチレンおよび３個から２０個までの炭素原子の
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少なくとも一つのα－オレフィンコモノマーのインターポリマーであり、好適にはエチレ
ンとＣ3－Ｃ20α－オレフィンとのコポリマーであり、最も好適にはエチレンとプロピレ
ン、１－ブテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテンまたは１－オクテンとのコポ
リマーである。このクラスのポリマーは、例えばエルストン（Elston）による米国特許第
３，６４５，９９２号で開示されており、メタロセン触媒を用いてそのようなポリマーを
製造するためのその後のプロセスが、例えばＥＰ第０　１２９　３６８号明細書、ＥＰ第
０　２６０　９９９号明細書、ＵＳＰ第４，７０１，４３２号明細書；ＵＳＰ第４，９３
７，３０１号明細書；ＵＳＰ第４，９３５，３９７号明細書；ＵＳＰ第５，０５５，４３
８号明細書；および国際公開第９０／０７５２６号パンフレットなどに示されている如く
、開発されている。これらのポリマーは通常の重合プロセス（例えば、気相重合、スラリ
ー重合、溶液重合および高圧重合）により製造することができる。
【００６９】
　第一ポリマーは、ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２に従って測定したときに、少なくとも０．８７
０グラム／センチメートル3、好適には少なくとも０．８８０グラム／センチメートル3、
より好適には少なくとも０．９０グラム／センチメートル3；最も好適には少なくとも０
．９１５グラム／センチメートル3の密度を有し、典型的には０．９４５グラム／センチ
メートル3を超えず、好適には０．９４０グラム／センチメートル3を超えず、より好適に
は０．９３０グラム／センチメートル3を超えず、最も好適には０．９２５グラム／セン
チメートル3を超えない密度を有する、均一な線状エチレンポリマーまたは実質的に線状
のエチレンポリマーであろう。第二ポリマーは、第一ポリマーの密度よりも少なくとも０
．０１グラム／センチメートル3大きく、好適には少なくとも０．０１５グラム／センチ
メートル3大きく、更に一層好適には０．０２グラム／センチメートル3大きく、より好適
には少なくとも０．２５グラム／センチメートル3大きく、最も好適には少なくとも０．
０３グラム／センチメートル3大きい密度を有するであろう。この第二ポリマーは、典型
的には少なくとも０．８８０グラム／センチメートル3、好適には少なくとも０．９００
グラム／センチメートル3、より好適には少なくとも０．９３５グラム／センチメートル3

、更に一層好適には少なくとも０．９４０グラム／センチメートル3、最も好適には少な
くとも０．９４５グラム／センチメートル3の密度を有するであろう。
【００７０】
　本発明の繊維および布地を製造するために使用される第一および第二ポリマーの分子量
は、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８、Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　１９０℃／２．１６ｋｇ（正式には
「Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ（Ｅ）」として知られており、また、Ｉ2としても知られている）
によるメルトインデックス測定を利用することにより簡易に表すことができる。メルトイ
ンデックスはポリマーの分子量に反比例する。従って、この関係は線形ではないが、分子
量が大きければ大きいほど、メルトインデックスは低くなる。第一ポリマーのメルトイン
デックスは、一般的には少なくとも１グラム／１０分であり、好適には少なくとも５グラ
ム／１０分、より好適には少なくとも１０グラム／１０分であり；更に一層好適には少な
くとも約１５グラム／１０分であり、一般的には１０００グラム／１０分より大きくない
。第二ポリマーのメルトインデックスは、一般的には少なくとも１グラム／１０分であり
、好適には少なくとも５グラム／１０分、より好適には少なくとも１０グラム／１０分で
あり；更に一層好適には少なくとも約１５グラム／１０分であり、一般的には約１０００
グラム／１０分未満である。スパンボンド繊維の場合、第二ポリマーのメルトインデック
スは、好適には少なくとも１５グラム／１０分であり、より好適には少なくとも２０グラ
ム／１０分であり；好適には１００グラム／１０分より大きくない。
【００７１】
　エチレンポリマーの分子量を特徴付ける上で有用な別の測度は、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３
８、Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　１９０℃／１０ｋｇ（正式には「Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ（Ｎ）」
として知られており、また、Ｉ10としても知られている）によるメルトインデックス測定
を利用することにより簡易に表すことができる。これら二つのメルトインデックス項目の
比がメルトフロー比であり、Ｉ10／Ｉ2として表される。本発明の繊維を製造するのに有
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用なポリマー組成物において使用される実質的に線状のエチレンポリマーの場合、Ｉ10／
Ｉ2比は長鎖分岐の程度を指示し、即ち、Ｉ10／Ｉ2比が大きければ大きいほど、そのポリ
マー中の長鎖分岐が多くなる。これらの実質的に線状のエチレンポリマーは、低い分子量
分布（即ち、１．５から２．５までのＭw／Ｍn）を維持しながら、様々なＩ10／Ｉ2比を
持つことができる。実質的に線状のエチレンポリマーにおけるＩ10／Ｉ2比は、一般的に
は少なくとも５．６３であり、好適には少なくとも６、より好適には少なくとも７である
。一般的に、均一に分岐した実質的に線状のエチレンポリマーにおけるＩ10／Ｉ2比の上
限は１５もしくはそれ未満であるが、９未満であってもよく、または６．６３未満でさえ
あってよい。
【００７２】
　添加剤、例えば酸化防止剤（例えばヒンダードフェノール系物質（例えばチバ・ガイギ
ーコーポレーション（Ciba-Geigy Corp.）製のイルガノックス（Irganox）（登録商標）
１０１０）、ホスファイト（例えばチバ・ガイギーコーポレーション製のイルガフォス（
Irgafos）（登録商標）１６８））、粘着性付与剤（cling additives）（例えばポリイソ
ブチレン（ＰＩＢ））、ポリマー加工助剤（例えばダイネオンコーポレーション（Dyneon
 Corporation）製のダイナマー（Dynamar）（商標）５９１１およびジェネラルエレクト
リック（General Electric）製のシルクエスト（Silquest）（商標）ＰＡ－１など）、抗
ブロック剤、顔料なども、本出願人により発見された繊維および布地の機能強化特性を妨
害しない範囲で、第一ポリマー、第二ポリマー、または本発明の繊維および布地を製造す
るのに有用な全体的ポリマー組成物に含めることができる。
【００７３】
　全体的なインターポリマー生成物サンプルおよび個々のインターポリマー成分は、１４
０℃のシステム温度で作動する混合多孔性（mixed porosity）カラムを備えたＷａｔｅｒ
ｓ　１５０℃高温クロマトグラフィー装置を用いるゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ
）により分析される。溶媒は１，２，４－トリクロロベンゼンであり、その溶媒から０．
３重量パーセントのサンプル溶液が注入用に調製される。流量は１．０ミリリットル／分
であり、注入量は１００マイクロリットルである。
【００７４】
　分子量の決定は、それらの溶出体積と組み合わせて、狭い分子量分布のポリスチレン標
準物質（ポリマーラボラトリー（Polymer Laboratories）から入手）を用いることにより
導かれる。これらの等価ポリエチレン分子量は、（ウィリアム（Williams）およびワード
（Ward）の文献（Journal of Polymer Science, Polymer Letters, Vol. 6, (621) 1968
）に記載されているような）ポリエチレンおよびポリスチレンに対する適切なＭａｒｋ－
Ｈｏｕｗｉｎｋ係数を用いて以下の等式：
　　Ｍポリエチレン＝ａ＊（Ｍポリスチレン）b

を導出することにより決定される。この等式において、ａ＝０．４３１６およびｂ＝１．
０である。重量平均分子量Ｍwおよび数平均分子量Ｍnは、以下の式：
　　Ｍj＝（Σｗi（Ｍi

j））j；
により通常の方法で算出され、式中、ｗiは、フラクションｉにおいてＧＰＣカラムから
溶出される分子量Ｍiを有する分子の重量分率であって、Ｍwを計算するときにはｊ＝１で
あり、Ｍnを計算するときにはｊ＝－１である。
【００７５】
　実質的に線状の均一に分岐したエチレンポリマーのＭw／Ｍnは、次の式：
　　Ｍw／Ｍn≦（Ｉ10／Ｉ2）－４．６３
により定められる。
【００７６】
　好適には、均一な線状エチレンポリマーおよび実質的に線状のエチレンポリマーの両者
に対するＭw／Ｍnは１．５から２．５までであり、特には１．８から２．２までである。
【００７７】
　見掛け剪断応力対見掛け剪断速度のプロットを用いてメルトフラクチャー現象が確かめ
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られる。ラママーティ（Ramamurthy）の文献（Journal of Rheology, 30(2), 337-357, 1
986）によれば、特定の臨界流量以上では、観測される押出し物の不規則性は以下の二つ
の主なタイプに広く分類することができる：表面メルトフラクチャーおよびグロスメルト
フラクチャー。
【００７８】
　表面メルトフラクチャーは見掛け上定常的なフロー条件下で起こり、詳細には、鏡面光
沢度の消失からより過酷な「シャークスキン」の形態にまで及ぶ。この開示においては、
表面メルトフラクチャーの発現は、４０Ｘに拡大したときにのみ押出し物の表面粗さを検
出することができる、押出し物の光沢の失い始めに特徴付けられる。実質的に線状のエチ
レンポリマーでの表面メルトフラクチャーの発現時における臨界剪断速度は、同じＩ2お
よびＭw／Ｍnを有する均一な線状エチレンポリマーの表面メルトフラクチャーの発現時に
おける臨界剪断速度よりも少なくとも５０パーセント大きい。
【００７９】
　グロスメルトフラクチャーは非定常的なフロー条件で起こり、詳細には、規則的（交互
的な粗さと滑らかさ、らせん状など）な歪みからランダムな歪みにまで及ぶ。商業的に受
け入れられるためには、（例えばブローンフィルム製品の場合）、表面欠陥は、ないこと
はないにしても、最小限度でなければならない。本明細書では、表面メルトフラクチャー
の発現時（ＯＳＭＦ）およびグロスメルトフラクチャーの発現時（ＯＧＭＦ）における臨
界剪断速度は、ＧＥＲによって押し出された押出し物の表面粗さおよび形状の変化に基づ
いて使用されるであろう。
【００８０】
　気体押し出しレオメーターは、Ｍ．シダ（M.Shida）,Ｒ．Ｎ．シュロフ（R.N.Shroff）
およびＬ．Ｖ．カンシオ（L.V.Cancio）の文献（Polymer Engineering Science, Vol. 17
, no. 11, p.770 (1977)）、ならびにヴァン ノストランド ラインホルド社（Van Nostra
nd Reinhold Co.）から出版されたジョンディーリー（John Dealy）による「Rheometers 
for Molten Plastics」（1982）の９７頁（両出版物とも、参照によりそれらの内容全体
が本明細書に組み込まれる）に記載されている。すべてのＧＥＲ実験は、直径が０．０２
９６インチの２０：１ Ｌ／Ｄダイを用い、５２５０ｐｓｉｇから５００ｐｓｉｇまでの
間の窒素圧において、１９０℃の温度で実施された。見掛け剪断応力対見掛け剪断速度の
プロットを用いてメルトフラクチャー現象が確かめられる。ラママーティの文献（Journa
l of Rheology, 30(2), 337-357, 1986）によれば、特定の臨界流量以上では、観測され
る押出し物の不規則性は以下の二つの主なタイプに広く分類することができる：表面メル
トフラクチャーおよびグロスメルトフラクチャー。
【００８１】
　本明細書で開述されているポリマーの場合、ＰＩは、直径が０．０２９６インチの２０
：１ Ｌ／Ｄダイを用い、２５００ｐｓｉｇの窒素圧において、１９０℃の温度でＧＥＲ
により測定された、または２．１５×１０6ダイン／ｃｍ2の対応する見掛け剪断応力によ
り測定された、ある材料の見掛け粘度（Ｋｐｏｉｓｅ単位）である。
【００８２】
　このプロセシング指数（processing index）は、１８０°の入口角を有する、直径が０
．０２９６インチの２０：１ Ｌ／Ｄダイを用い、２５００ｐｓｉｇの窒素圧において、
１９０℃の温度で測定される。
【００８３】
　これらのポリマーは、少なくとも一つの他の反応器内で重合された第二エチレンポリマ
ーと共に、少なくとも一つの反応器を用いる連続的（バッチ式に対立するものとして）な
制御重合プロセスにより製造することができるが、多数の反応器を用いて（例えば、参照
により本明細書に組み込まれる米国特許第３，９１４，３４２号明細書(ミッチェル（Mit
chell））に記載されているような多重反応器構成（multiple reactor configuration）
を用いて）製造することもできる。これらの多数の反応器は直列的または並列的に運転さ
れてよく、それらの反応器のうちの少なくとも一つでは、所望の特性を有するエチレンポ
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リマーを製造するのに充分な重合温度および圧力において、少なくとも一つの幾何拘束型
触媒（Constrained geometry catalyst）または他の単一部位触媒が使用される。本プロ
セスの一つの好適な実施態様によれば、これらのポリマーは、バッチプロセスに対立する
ものとして、連続的なプロセスで製造される。好適には、重合温度は、幾何拘束型触媒技
術を用い、２０℃から２５０℃までである。比較的大きなＩ10／Ｉ2比（例えば、７また
はそれ以上、好適には少なくとも８、特に少なくとも９のＩ10／Ｉ2）を有する狭い分子
量分布のポリマー（１．５から２．５までのＭw／Ｍn）が所望の場合には、反応器内のエ
チレン濃度は、好適には反応器内容物の重量の８パーセントより多くなく、特には反応器
内容物の重量の４パーセントより多くない。好適には、重合は溶液重合プロセスにおいて
実施される。一般的に、本明細書で開述されている実質的に線状のポリマーを製造するた
めにＭw／Ｍnを比較的低く維持しながら為されるＩ10／Ｉ2の操作は、反応器の温度及び
／又はエチレンの濃度の関数である。一般的に、エチレンの濃度を低くし、温度を高くす
ると、高めのＩ10／Ｉ2がもたらされる。
【００８４】
　本発明の繊維を作るために使用される均一な線状エチレンポリマーまたは実質的に線状
のエチレンポリマーを製造するための重合条件は、本発明の適用がこれに限定されるもの
ではないが、一般的に、溶液重合プロセスに有用な条件である。適切な触媒および重合条
件が用いられる限り、スラリー重合プロセスおよび気相重合プロセスも有用であると確信
される。
【００８５】
　本発明に有用な均一な線状エチレンポリマーを重合するための一つの技法が米国特許第
３，６４５，９９２号明細書（エルストン（Elston））に開示されており、この特許の開
示内容は、参照により本明細書に組み込まれる。
【００８６】
　一般的に、本発明による連続重合は、チーグラー・ナッタ型またはカミンスキー・シン
(Kaminsky-Sinn)型重合反応に対して従来技術で広く知られている条件、即ち、０℃から
２５０℃までの温度および大気圧から１０００気圧（１００ＭＰａ）までの圧力において
果たされてよい。
【００８７】
　本明細書で開示されている組成物はあらゆる都合のよい方法により形成されてよく、そ
のような方法は、個々の成分を乾式混合し、その後、溶融混合する方法、または分離型押
出機（例えば、バンバリー（Banbury）ミキサー、ハーケ（Haake）ミキサー、ブラベンダ
ー（Brabender）内部ミキサーまたは二軸スクリュー押出機）もしくは複式反応器内にお
いて予め溶融混合する方法を含む。
【００８８】
　本組成物を現場製造するための別の技術が米国特許第５，８４４，０４５号明細書に開
示されており、この特許の開示は、参照により、その内容全体が本明細書に組み込まれる
。この参照特許は、とりわけ、少なくとも一つの反応器で均一系触媒を用い、且つ、少な
くと一つの別の反応器で不均一系触媒を用いる、エチレンとＣ3－Ｃ20アルファ－オレフ
ィンとのインターポリメリゼーションを開述している。これらの反応器は逐次的に運転さ
れてよく、または並行して運転されてもよい。
【００８９】
　また、本組成物は、不均一なエチレン／α－オレフィンポリマーをそれぞれの留分が狭
い組成（即ち、分岐）分布を有する特定のポリマー留分に分留し、特定化された特性を有
する留分を選択し、その選択された留分を適切な量で別のエチレンポリマーと混合するこ
とによっても作ることができる。この方法は、明らかに、ＵＳＳＮ第０８／０１０，９５
８号明細書の現場インターポリメリゼーションほどには経済的ではないが、本発明の組成
物を得るために使用することができる。
【００９０】
　本発明の繊維は連続的または不連続的であってよく、例えば短繊維などであってよいこ
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とを理解すべきである。本発明の短繊維はカーデッドウェブにおいて有利に使用すること
ができる。更に、上で述べられている不織布材料に加え、本繊維は、当技術分野において
既知のあらゆる他の繊維用途、例えばバインダー繊維などにも使用できることを理解すべ
きである。本発明のバインダー繊維はシース－コア二成分繊維の形態であってよく、その
繊維のシースはポリマーブレンドを含むことができる。また、少なくとも一つのエチレン
性不飽和部位および少なくとも一つのカルボニル基を含有する不飽和な有機化合物でグラ
フト化されたある量のポリオレフィンを混合することも望ましいであろう。最も好適には
、その不飽和な有機化合物は無水マレイン酸である。本発明のバインダー繊維はエアーレ
イド（airlaid）ウェブにおいて有利に使用することができ、好適には、該バインダー繊
維がそのエアーレイドウェブのうちの５－３５重量パーセントを構成する。
【実施例】
【００９１】
　一連の繊維を用いて一連の不織布を製造した。これらの樹脂は以下のとおりであった：
樹脂Ａは、３０グラム／１０分のメルトインデックス（Ｉ2）および０．９５５ｇ／ｃｃ
の密度を有するチーグラー・ナッタエチレン－１－オクテンコポリマーである。樹脂Ｂは
、２７グラム／１０分のメルトインデックス（Ｉ2）および０．９４１ｇ／ｃｃの密度を
有するチーグラー・ナッタエチレン－１－オクテンコポリマーである。樹脂Ｃは、３０グ
ラム／１０分のメルトインデックス（Ｉ2）および０．９１３ｇ／ｃｃの密度を有する均
一な実質的に線状のエチレン／１－オクテンコポリマーである。樹脂Ｄは、約３０ｇ／１
０分のメルトインデックスおよび約０．９１５ｇ／ｃｃの密度を有する約４０パーセント
（重量で）の実質的に線状のポリエチレン成分および約６０パーセントの不均一なチーグ
ラー・ナッタポリエチレン成分を含むエチレン／１－オクテンコポリマーであり；この最
終ポリマー組成物は、約３０ｇ／１０分のメルトインデックスおよび約０．９３６４ｇ／
ｃｃの密度を有する。樹脂Ｅは、約１５ｇ／１０分のメルトインデックスおよび約０．９
１５ｇ／ｃｃの密度を有する約４０パーセント（重量で）の実質的に線状のポリエチレン
成分および約６０パーセントの不均一なチーグラー・ナッタポリエチレン成分を含むエチ
レン／１－オクテンコポリマーであり；この最終ポリマー組成物は、約２２ｇ／１０分の
メルトインデックスおよび約０．９３５６ｇ／ｃｃの密度を有する。樹脂Ｆは、約１５ｇ
／１０分のメルトインデックスおよび約０．９１５ｇ／ｃｃの密度を有する約４０パーセ
ント（重量で）の実質的に線状のポリエチレン成分および約６０パーセントの不均一なチ
ーグラー・ナッタポリエチレン成分を含むエチレン／１－オクテンコポリマーであり；こ
の最終ポリマー組成物は、約３０ｇ／１０分のメルトインデックスおよび約０．９３６７
ｇ／ｃｃの密度を有する。樹脂Ｇは、約１５ｇ／１０分のメルトインデックスおよび約０
．９２７ｇ／ｃｃの密度を有する約５５パーセント（重量で）の実質的に線状のポリエチ
レン成分および約４５パーセントの不均一なチーグラー・ナッタポリエチレン成分を含む
エチレン／１－オクテンコポリマーであり；この最終ポリマー組成物は、約２０ｇ／１０
分のメルトインデックスおよび約０．９３７７ｇ／ｃｃの密度を有する。樹脂Ｈは、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ－１２３８の条件２３０℃／２．１６ｋｇによる２５ｇ／１０分のメルトフロー
速度を有するホモポリマーポリプロイレンである。
【００９２】
　樹脂Ｄ、Ｅ、ＦおよびＧは、米国特許第５，８４４，０４５号明細書、米国特許第５，
８６９，５７５号明細書、米国特許第６，４４８，３４１号明細書に従って製造すること
ができ、これらの特許の開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる。メルトインデ
ックスはＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８の条件１９０℃／２．１６ｋｇにより測定され、密度は
ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２により測定される。
【００９３】
　表１に示されている樹脂を用いて不織布を製造し、紡績性能および接合性能を評価した
。これらの試験は、１．２メートルのビーム幅を伴うライコフィル（Reicofil）ＩＩＩ技
術を用いたスパンボンドラインで実施された。このラインは、すべてのポリエチレン樹脂
に対しては１０７ｋｇ／時／メートル（０．４ｇ／分／穴）の生産高で運転され、ポリプ
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ロピレン樹脂の場合には１１８ｋｇ／時／メートル（０．４５ｇ／分／穴）の生産高で運
転された。樹脂は約２．５デニールの繊維を製造すべく紡がれ、これは、０．４ｇ／分／
穴の生産速度において約１５００ｍ／分の繊維速度に相当する。この試験ではモノスピン
パック（mono spin pack）が使用され、各スピナレット穴は０．６ｍｍ（６００ミクロン
）の直径を有し、Ｌ／Ｄ比は４であった。ポリエチレン繊維は２１０℃から２３０℃まで
の溶融温度で紡がれ、ポリプロピレン繊維は約２３０℃の溶融温度で紡がれた。
【００９４】
　選択されたカレンダーのエンボス（embossed）ロールは、１６．１９パーセントの接合
表面を有し、１ｃｍ2当たり４９．９個の接合ポイント、０．８３ｍｍ×０．５ｍｍのラ
ンドエリア幅および０．８４ｍｍの深さを持った楕円形のパターンを有していた。
【００９５】
　ポリプロピレン樹脂の場合、エンボスカレンダーおよび滑らかなロールは同じオイル温
度に設定された。ポリエチレン樹脂の場合には、滑らかなロールはエンボスロールよりも
２℃低く設定された（これはロールラップ（roll wrap）の傾向を低減するためであった
）。この報告書で述べられているすべてのカレンダー温度はエンボスロールのオイル温度
であった。カレンダーの表面温度は測定されなかった。すべての樹脂で、ニップ圧力は７
０Ｎ／ｍｍに維持された。
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